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入の検討)を実施することが重要だと

いう。

入退管理システムの基本は
確実な本人認証と監視カメラ

セキュリティ対策の中核となるのは

入退管理システムであり、入退管理の

基本となるのが、確実な本人認証であ

る。これまでは、暗証番号やパスワー

ドによる記憶認証、鍵やIDカード、証

明書などの物理認証によって本人認証

が行われてきた。しかし、忘却による

煩わしさの問題、紛失や盗難によるな

りすまし等の被害の問題が課題とされ

ている。この課題を克服するための方

策として、いま生体認証(バイオメト

リクス)方式が注目されている。生体

認証は、個人特有の生体情報を利用し

て本人確認を行う認証方式であり、指

紋などのように個人の生体的特徴を利

用するため、原理的にはなりすましな

どの問題が起きにくいといわれてい

る。指紋の他に静脈、掌形、顔、虹彩

などがあり、署名や声紋までが含まれ

るが、現時点ではFeliCaなどのICカー

ドと併用して使われるケースが多く

なっている。

また、この入退管理システムと監視

カメラの連携が近年のトレンドとして

注目されている。特に大型の案件では

ネットワークカメラの採用が増えてき

ているという。これまでのアナログカ

メラに代表されるCCTVシステムはい

わゆる｢閉じたシステム｣であったのに

対し、ネットワークカメラは既存のイ

ンターネット回線に接続さえすれば、

誰もがパソコンを通じて監視映像を閲

覧し、監視システムをコントロールす

ることができる。もちろん、遠隔地で

の操作も可能だ。特に、ICカード等を

利用した入退管理システムと連携した

場合、ICカードの氏名やナンバーを入

力するだけで、いつ、誰が、どの部屋

に入退したかを瞬時に検索し、その映

像を呼び出すこともできる。事故が発

生した時の事後検証に大きな力を発揮

することは言うまでもない。

現在、監視カメラは業種や業態を問

わず、様々な分野で利用されている。

また、監視用途ばかりでなく、商業施

設の動線分析や流通施設の車両誘導、

さらには工場や生産設備の工程管理な

どにも活用されている。それだけに、

監視カメラのさらなる普及・拡大やセ

キュリティ施策の一般化に資するため

にも、性能基準や評価手法を標準化

し、用語の統一を図るなどの業界内連

携が必要となってきているという。

基調講演の最後に松崎氏は｢物理セ

キュリティは、本来建築計画に負うと

ころが大きい。しかし、利用者の日常

の利便性に配慮すると、出入口を増や

すなど、妥協せざるを得ない部分がぜ

い弱性として生まれる。そこを補うの

がセキュリティシステムであり、清水

建設がセキュリティビジネスに参入し

ている理由もそこにある｣との理念を

語った。200年に及ぶ歴史の中で、絶

えず｢堅固で安全な施設を造る｣ことを

理想としてきた清水建設の｢セキュリ

ティ｣に対する大きな自負と責任が感

じられた。

GDSF JAPANの各セッション取材レ

ポートは、次号以降２セッション

ずつ紹介します。




